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今回説明する内容

第12回今後の治水対策のあり方に関す
る有識者会議 参考資料4 より抜粋

◆第１回検討の場の検討内容
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◆ 関係地方公共団体からなる検討の場の開催状況

月 日 実 施 内 容

平成22年
9月28日

ダム事業の検証に
係る検討指示

国土交通大臣から近畿地方整備局長及び独立行政法人水資源機構理事長に指示

平成23年
1月18日

検討の場
(第1回幹事会)

■規約について
■検証に係る検討手順
■経緯及び概要

平成24年
8月28日

検討の場
(第2回幹事会)

■検証対象ダムについて
■対策案の検討
・複数の治水対策案の立案
・複数の流水の正常な機能の維持対策案の立案
・複数の異常渇水時の緊急水の補給対策案の立案

平成25年
3月26日

検討の場
(第3回幹事会)

■丹生ダム建設事業等の点検について
・総事業費、工期、堆砂計画、計画の前提となっているデータ等
■概略評価による対策案の抽出
・概略評価による治水対策案の抽出
・概略評価による流水の正常な機能の維持対策案の抽出
・概略評価による異常渇水時の緊急水の補給対策案の抽出
■パブリックコメントの実施について
■関係河川使用者等への意見聴取について

平成25年
9月3日

検討の場
(第4回幹事会)

■パブリックコメントの結果について
■関係河川使用者等への意見聴取結果について
■治水対策案を評価軸ごとに評価、総合評価(案)について
■流水の正常な機能の維持対策案を評価軸ごとに評価、総合評価(案)について
■異常渇水時の緊急水の補給対策案を評価軸ごとに評価、総合評価(案)について

平成26年
1月16日

検討の場
(第1回検討の場)
（第5回幹事会）

■治水対策案を評価軸ごとに評価、総合評価(案)について
■流水の正常な機能の維持対策案を評価軸ごとに評価、総合評価(案)について
■異常渇水時の緊急水の補給対策案を評価軸ごとに評価、総合評価(案)について
■検証対象ダムの総合的な評価(案)
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◆ 目的別の総合評価（案）について

【治水対策案の総合評価（案）】

洪水調節として有利な案は、次の３案である。

「河道の掘削（姉川・高時川下流）と堤防かさ上げ（高時川上流）案」

「河道の掘削（姉川・高時川下流）と輪中堤・宅地のかさ上げ（高時川上流）案」

「河道の掘削（姉川・高時川下流）と輪中堤・宅地のかさ上げ（高時川上流）と水田等の保全（機能の向上）案」

【流水の正常な機能の維持の総合評価（案）】

流水の正常な機能の維持において最も有利な案は、「水系間導水（余呉湖経由）案」である。

【異常渇水時の緊急水の補給の総合評価（案）】
異常渇水時の緊急水の補給において最も有利な案は、「丹生ダム（B案）」であり、次いで「丹生ダム（A案）」である。

【幹事会にていただいた主なご意見】

検証を進めるにあたり、ダム案も含めて確実に実行されるということが一番大事であり、実現性が重要。

ダム案と代替案のコストについて、完成までに要する経費、また維持管理に要する経費については計上されてい

るが、その他の費用として付替道路等の残事業について計上されていない。付替道路以外にも現道の維持管理

あるいは買収済みの森林の取り扱いなど様々な内容が考えられる。未計上の経費があるならば、それも含めて

計上していただきたい。

地元は中下流域の人々のため、苦渋の決断をしてダムの建設を了解した。このことを十分踏まえて速やかに検

討結果を導き出していただきたい。

異常渇水時の緊急水の補給においては、計画的な渇水調整や節水対策で対応できるのではないかと思われ、

そもそも異常渇水対策についての緊急性が低いと考えている。


